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要旨 

本論文では，ChatGPT による独居高齢者向け見守り機能を有するコミュニケーションシ

ステムを提案する。本システムでは，高齢者との円滑なコミュニケーションを実現するため

の知見を ChatGPT に与えることにより，効果的な対話機能を実現する。また，カメラや圧

力センサーを用いた見守り機能を有し，独居高齢者の事故や健康異常を早期に検知できる

システムを実現する。更に，本システムを実装し，被験者を用いた評価実験を行い，その有

効性を検証する。 
 

Abstract 
In this paper, we propose a ChatGPT-based communication system that includes a monitoring 

function in order to assist elderly individuals who are living alone. This system equips ChatGPT with 
the knowledge necessary for smooth communication and effective dialogue with elderly individuals. 
The system also uses cameras and pressure sensors to monitor elderly individuals and detect accidents 
and health problems at an early stage. We will implement this system and conduct evaluations with 
subjects to investigate its effectiveness. 
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1． はじめに 

日本では少子高齢化が急速に進行して

おり，これに伴い高齢者の社会的課題が深

刻化している。内閣府によれば，65 歳以上

の人口割合は過去数十年間で急増し，2040
年には全人口の約 35%に達すると予測さ

れている（内閣府孤独・孤立対策推進室 
2024）。このような人口構造の変化により，

高齢者の生活支援や社会的つながりを確

保するための対策が求められている。 
特に，独居高齢者の増加が顕著であり，

孤独感や社会的孤立が深刻な問題として

浮上しているだけでなく，家庭内での事故

や転倒のリスクも大きな懸念事項となっ

ている。内平らの研究によると，孤独や社

会的孤立は高齢者の身体的・精神的健康に

悪影響を及ぼし，介護負担の増加や医療費

の高騰にもつながる可能性がある（内平・

中嶌 2022）。孤独感を抱える高齢者は，社

会との接触機会が減少することにより，精

神的な安定を失いやすく，最悪の場合，自

殺リスクの増加にもつながるという指摘

もある。 
更に，独居高齢者は家族と同居する高齢

者と比べて，転倒や急病時に迅速な対応が

困難であるという問題がある。家庭内で転

倒した際，身近に助けを求める人がいない

場合，発見が遅れ，深刻な後遺症を引き起

こす可能性がある。高齢者の転倒は寝たき

りの原因の一つとされており，迅速な発見

と対応が重要である。また，急な体調不良

や持病の悪化による緊急事態にも，すぐに

救助を要請できる仕組みが求められてい

る。 
こうした課題を解決するためには，技術

革新を活用した包括的なアプローチが必

要である。その中で，AI 技術の進化が新た

な可能性を提供している。特に，大規模言

語モデル（LLM）を活用した自然言語処理

技術は，高齢者とのコミュニケーション支

援において大きな役割を果たすことが期

待されている。AI 技術は，自然な対話を生

成する能力だけでなく，文脈を理解して高

齢者の感情や状況に寄り添った対応が可

能である。 
中でも，ChatGPT は特に注目すべき技術

である。ChatGPT とは，OpenAI が開発した

大規模自然言語処理モデルである。

ChatGPT は，インターネット上の大規模な

テキストデータを事前に学習することで，

自然な言語生成能力を有しており，文脈に

適応した応答や複雑な会話が可能となっ

ている。更に，ChatGPT は API を通じて外

部アプリケーションやシステムに組込む

ことが可能である。現在では，リアルタイ

ムでの対話処理が可能なAPIも提供されて

おり，日々進化を続けている。 
本論文では，ChatGPT による独居高齢者

向け見守り機能を有するコミュニケーシ

ョンシステムを提案する。本システムでは，

高齢者との円滑なコミュニケーションを

実現するため，高齢者施設の施設長に対し

てインタビュー調査を行い，ここで得られ

た知見を活用し，効果的な対話機能を実現

する。また，カメラにより得られる視覚情

報，及び，圧力センサーにより得られる接

触情報を使用し，単純な会話だけに留まら

ない効果的なコミュニケーションを実現

する。更に，マイク，カメラ，圧力センサ

ーを用いた見守り機能を有し，独居高齢者

の事故や健康異常を早期に検知できるシ

ステムを実現する。従来研究においては，

プライバシー保護の観点から見守り機能

に対してカメラを利用することは少なか

ったが，コミュニケーションの中で視覚情

報を利用することで，カメラに対する抵抗

感の軽減を行う。 
これらにより，独居高齢者の孤独感や社
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会的な孤立感を軽減する会話支援にとど

まらず，転倒や急病などのリスクにも対応

し，家族や介護者が安心できる環境を提供

することを目指す。本研究では，提案シス

テムを実装し，被験者を用いた評価実験を

行い，その有効性を検証する。 
 

2． 関連研究 

高齢化社会の進行に伴い，高齢者の孤独

や認知症の進行，介護者の負担増大といっ

た問題が深刻化している。これらの問題に

対し，ロボット技術や ICT を活用した見守

り，及び，コミュニケーション支援が進展

しており，複数の研究において，その有効

性が示されている（太田・滝沢 2022；板井

2024）。 
コミュニケーション支援に関する研究

としては，例えば，河野らは，過疎地の独

居高齢者を対象に，多方向性テレビ電話を

活用したメンタルケア・システムを開発し

ている。これは，高齢者同士や介護施設と

の定期的なビデオ通話を実施可能であり，

精神的な安定を支援するシステムである。 
このシステムを利用し，日常的な会話を行

うことで，独居高齢者の孤独感の軽減や心

理的な安定を図ることを目指している（河

野・稲木ほか 2009）。 
磯崎らは，高齢者と若年者の双方向コミ

ュニケーションが可能なシステム「amico」
を提案し，実験によりシステムの有用性を

確認している（磯﨑・深江ほか 2023）。
amico は，高齢者がタブレット PC 上のア

バターに話しかけることで，LINE グルー

プ内の若年者とメッセージを交換できる

システムである。高齢者がアバターに話し

かけると，音声がテキストに変換され，

LINE メッセージとして家族や友人がいる

LINE グループに送信される。送信された

メッセージに対してグループメンバーが

回答を行うことで，高齢者にメッセージが

送信され，受信されたメッセージは，アバ

ターの音声合成により読み上げられる。し

かしながら，LINE は非同期型のメッセー

ジングアプリであるため，即座に回答が得

られるわけではないという課題が存在す

る。 
永井らは，ChatGPT を対話エンジンと

して活用し，疑似的な感情パラメータを導

入したコミュニケーションロボットを提

案している（永井・鈴木ほか 2024）。ここ

では，ロボットの身体的な感情表現を導入

し，それが会話の促進や印象に与える影響

を評価している。被験者を用いた実験では，

感情表現を加えることで，ロボットがより

親しみやすい存在になり，対話の継続性が

向上することを確認している。 
一方，ICT 技術を利用した高齢者の見守

りに関する研究としては，例えば，猪股ら

は，スマートフォンの加速度センサー，ジ

ャイロセンサー，気圧センサーを活用した

転倒検知システムを提案している（猪股・

諏訪 2015）。従来の加速度センサー単体な

どの検知システムと比較して検知精度が

向上することを報告している。また，住谷

らは，YUJIN ROBOT 社製移動ロボット

プラットフォームに深度センサーとして

Microsoft Kinect を組み合わせ，高齢者を

追従しながら転倒を検知するシステムを

提案している（住谷・菅谷 2014）。ここで

は，骨格認識技術で，高齢者の姿勢を解析

し，転倒を検知しており，転倒を検知する

と，家族にメールで通知を送信する。カメ

ラを用いないため，プライバシーを確保し

た検知を可能としている。 
松原は，照度センサーを活用し，室内の

照明の ON/OFF の変化から高齢者の在宅

状況を推定し，年間を通じた照度データの

分析に基づき生活リズムを可視化するシ

ChatGPT による独居高齢者向け見守り機能を有するコミュニケーションシステム
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ステムを開発している（松原 2022）。実験

では，カメラやマイクを使用せず，照度の

みで高齢者の見守りが可能であることが

示されたが，太陽光が照度センサーに影響

を与え誤検知が発生することも報告され

ている。 
大塚らは，サーバ監視技術を応用した独

居老人の見守りシステムを提案している

（大塚・善養ほか 2013）。ここでは，赤外

線センサーを活用して活動を検知し，一定

時間活動がない場合に異常を家族にメー

ル通知するシステムを提案している。実験

では，実際の独居老人宅に長期間センサー

を設置し，活動データの収集を行った。実

験結果として，システムの基本機能は概ね

正確に動作したが，デイサービスなどで長

時間留守になった場合の誤検知や夏季に

室温が上昇した場合にセンサーが反応し

ないケースなど課題も報告されている。 
渡邊らは， iRobot 社の自走式掃除機 

Create に Microsoft Kinect 及びマイクロ

波ドップラーセンサーを組み合わせ，高齢

者を追従しながら心拍・呼吸をモニタリン

グする異常検知システムを提案している

（渡邊・新井 2014）。 センサー自体が移

動するため，部屋ごとに設置する必要がな

くなり，コスト削減を実現している。 
武田らは，対話型キャラクターエージェ

ントを活用し，音声対話を通じて高齢者の

行動を記録し，異常検知を行うシステムを

提案している（武田・鈴木ほか 2016）。こ

のシステムでは，人工無能を利用しており，

定型文による返答しかできず，更に，異常

検知部分に関しては，まだ実現されていな

い。 
布施らは，コミュニケーションロボット

を活用した生活見守りシステムを提案し

ている（布施・村田ほか 2019）。ここでは，

ロボットは，音声対話機能，家電制御機能，

ログ管理・生活見守り機能を備えている。

音声対話は，Google Speech API を用いた

音声認識，Open JTalk による音声合成を

利用しており，対話には，docomo 雑談対

話 API を用いている。また，人感センサー

による自動会話開機能を備えており，高齢

者が近づくと，ロボットが積極的に話しか

ける。高齢者とのコミュニケーションの中

から，日常会話の頻度や家電操作の回数を

分析し，普段と異なる行動パターンが見ら

れた場合，異常の可能性を検出するものと

なっている。しかしながら，周囲の会話を

誤認識してしまう場合や高齢者の発話を

正しく理解できない場合が存在すること

が報告されている。また，ロボットとの会

話頻度や家電操作の履歴を元に，生活リズ

ムを分析しているが，異常があるかどうか

や健康状態は判別が困難であることや，長

期的な生活習慣の変化に対応しにくいこ

とが課題として挙げられている。 
このように高齢者とのコミュニケーシ

ョンに関する研究や見守りに関する研究

は数多く実施されてきているものの，コミ

ュニケーションと見守りは別のものとし

て研究されている事例が多く，両方を兼ね

備える研究は少ない。また，コミュニケー

ションに関する研究においては，ICT 技術

を利用することでコミュニケーションを

実現することに主眼が行われており，高齢

者との円滑なコミュニケーションを主目

的としている研究は見当たらない。本研究

では，ChatGPT に対して，高齢者との効

果的なコミュニケーションに関する知識

を与えることにより，従来研究と比較して

効果的なコミュニケーションを実現可能

とするものである。また，プライバシーの

問題から見守りにおいて避けられてきた

カメラを用い，視覚情報を用いたコミュニ

ケーションと見守りを実現するものであ

る。 
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3． 高齢者とのコミュニケーション

方法 

3-1  インタビュー調査方法 
本研究では，高齢者との円滑なコミュニ

ケーションを実現するために，高齢者が求

める会話の特徴や効果的な会話手法を明

らかにすることを目的とし，インタビュー

調査を実施した。調査対象は，社会福祉法

人母恋の理事長兼施設長であり，高齢者と

の日常的な接触を通じて実践的な知見を

有している人物である。調査方法としては，

半構造化インタビューを採用し，事前に質

問項目を準備しつつ，対話の流れに応じた

柔軟な質問を行った。 
 

3-2  高齢者が求めるコミュニケーショ

ンの特徴 
インタビュー調査の結果，高齢者が頻繁

に話す話題は昔話，家族，趣味，健康であ

ることが分かった。特に自慢話や良かった

思い出は感情を伴うテーマとして好まれ

る傾向がある。このような話題は，高齢者

が自己の経験を振り返りながら語ること

で，安心感や自己肯定感を得る手助けとな

る。また，効果的な会話を進める上で，否

定しない受け答えや共感の姿勢が極めて

重要であることが確認された。例えば，高

齢者が話す内容に対し「そうなんですね」

「なるほど」といった適切な相槌を打つこ

とが会話を円滑に進める上で有効である。

他にも，失敗談に対して責めるのではなく

共感を示すことで，高齢者が安心して話を

続けられる環境を整えることも可能であ

ることがわかった。 
会話の頻度とタイミングについても調

査を行った。その結果，高齢者は話しかけ

られることで会話を始めることが多く，会

話の頻度が増えることで精神的な安定感

を得られる傾向が見られる。一方で，話す

時間帯や状況も重要であり，特に昼過ぎな

ど高齢者が活動的な時間帯に会話を行う

ことが効果的であることが分かった。これ

に対し，夜間，特に就寝前の時間帯は会話

を避けた方が良い場合がある。この時間帯

に会話を行うと，高齢者が精神的に刺激を

受けてしまい，睡眠の妨げとなる可能性が

あるためである。 
 

3-3  調査結果の提案システムへの反映 
本研究では，これらの調査結果を基に 

ChatGPT 4o に対してコミュニケーション

スキルを付与することで，高齢者とシステ

ムとの効果的な対話を実現する。具体的に

は，高齢者が求める会話の特徴や好まれる

話題，適切な会話の進め方を反映したプロ

ンプトを設計し，ChatGPT に設定する。

プロンプトにおいては，ChatGPT が高齢

者と親しみのある会話を通じて信頼関係

を築く役割を果たすことを目指すことが

記述されている。まずアイスブレイクとし

て名前や服装，表情などに触れ，その後，

趣味や昔話，家族の話題を中心に会話を展

開する構成としている。更に，適切な相槌

や共感の姿勢を維持し，会話の長さやタイ

ミングにも配慮することで，高齢者が快適

に会話を続けられる環境を提供する設計

としている。 
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4． ChatGPT による高齢者向け見守

り・コミュニケーションシステム 

4-1  システム概要 
提案システムの構成を図 1 示す。本シス

テムは，画像認識モジュール，セッション

生成モジュール，会話履歴管理 DB，ノイ

ズ除去モジュール，Function Call 判別モ

ジュール，音声バイナリ変換モジュールに

加えて，圧力検出モジュール，安否確認モ

ジュールから構成される。 
システムを起動すると，セッション生成

モジュールが Realtime API を介して，

ChatGPT に対してコミュニケーションス

キル情報や会話履歴情報などの設定デー

タを送信する。同時に，画像認識モジュー

ルがカメラからの映像を解析し，顔検出を

行う。一定時間顔が検出されると，その画

像データを，ChatGPT に視覚情報を解析

してもらうプロンプトとともに送信する。

画像認識結果を受信すると，表情や髪型な

どの非言語情報を Realtime API を介して，

ChatGPT に送信する。 

一方で，ユーザーの発話はマイクを通じ

てリアルタイムに収集され，ノイズ除去モ

ジュールを経由して，ノイズを除去した音

声データが Realtime API を通じて

ChatGPT に常時送信される。Function 
Call 判別モジュールはChatGPTの返答を

解析し，必要に応じて Function Call 処理

を行い，処理結果を再度 ChatGPT に送信

する。最終的に，応答は音声バイナリ変換

モジュールを介して，ユーザーに音声会話

情報として提示される。 
一方，圧力検出モジュールは，圧力セン

サーにより計測された値を用いて，ユーザ

ーがロボットに触れたり撫でたりする動

作を検出する。圧力値に基づく動作情報は

日時とともに Realtime API を介して

ChatGPT に送信される。 
安否確認モジュールは，開始時から一定

間隔で「会話」「顔検出」「圧力」の３つの

アクションを確認する。一定時間いずれの

アクションも発生していないと判断した

場合，異常と判断され指定されたメールア

ドレスに対して安否情報のメール送信を

行う。 

 

図 1 システム構成 
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味，結構など）を適切に引き出せてい
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問 6 カメラによる顔検知は問題なく動作し

ていたか 

問 7 カメラからの資格情報を活用した声か

けは自然に感じたか 

問 8 圧力センサーによる接触検知は問題な

く動作したか 

問 9 システムは撫でられた際に感謝を示し

ますが，反応は自然だったか 

問 10 システムには見守り機能として，ユー

ザーを一定時間検知できない場合，指

定されたメールアドレスに安否確認メ

ールが送信される仕組みを備えている

が，これを有効だと思うか 

問 11 システムとの会話は全体的に満足でき

るものだったか 

問 12 またシステムと会話したいと思うか 

 
図 3 実験の様子 

 
図 2 提案システムの実装 
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表 1 に示されるように，アンケート調査

では，会話の質や自然さ，高齢者との会話

テクニック，各センサーの動作，会話の満

足度の観点からの評価を行った。図 3 に実

験の様子を示す。 
 

5-2  実験結果 
図 4 にアンケート調査の結果を示す。ア

ンケート結果から，会話の質が高いと評価

した被験者が多く，また，人間と会話して

いる感覚になった被験者も多い結果とな

った。本システムに導入されている高齢者

との会話テクニックの知見が効果的に動

作したことも確認された。更に，システム

との会話の満足度も比較的高い結果とな

った。被験者からは，「話すテンポがスムー

ズで，人間らしい」といった意見が寄せら

れた。これは，Realtime API の音声ストリ

ーミング処理により，ユーザーの発話とシ

ステムの応答がスムーズに繋がるよう設

計されていることが要因であると考えら

れる。 
 一方，カメラ，及び，圧力センサーにつ

いても適切に動作していたと評価されて

いたが，圧力センサーについては，触った

後の反応にディレイがあったため，適切に

動作しなかったと評価した被験者が存在

した。全体としては良好な評価が得られた

が，会話の満足度において不満があると回

答した被験者が存在した。この被験者から

は，話題をもっと深堀した形で会話をした

かったという意見が得られた。このため，

被験者の応答や反応をより詳細に分析し，

話題の掘り下げや話題変更など，より高度

なコミュニケーションを実現するよう改

良を行う必要がある。この改良を実施後，

再度，被験者を利用した評価実験を行う予

定である。これらは今後の課題である。 
 

6． おわりに 

本論文では，ChatGPT による独居高齢

者向け見守り機能を有するコミュニケー

ションシステムを提案し，被験者を用いた

評価実験を実施した。評価実験の結果，本

提案システムと高齢者との効果的なコミ

ュニケーションが成立することが確認さ

れた。特に，Realtime API を利用している

ため，会話のテンポよく，円滑な対話が可

能であることが示された。一方で，会話の

満足度においては，会話を深堀できなかっ

たため，満足度が低い被験者も存在した。 
今後の課題として，実験では，被験者と

して高齢者ではなく大学生や大学職員を

採用した。このため本システムが有する高

齢者との会話のためのスキルの評価が適

切に実施できていない。加えて，実用レベ

ルでの見守り機能の有用性についても未

検証であるため，実際の高齢者を対象とし

た評価実験を実施する必要がある。更に，

システムの長期的な運用を想定した検証

を行い，ユーザーの満足度の変化や継続的

な利用意欲を評価する必要がある。これら

は今後の課題である。 
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